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11計 20・転出男 32女 21計 53(昭和 60年 3月中)


広報かつうら  5月号 =179・昭和 60年 5月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -2511(代)


85 

5月号
 
「わたし，もう疲れちゃつだ」

「もうすこしだからがんばって歩こうね」
 

4月21日，約200人ガ“四国の道ウオーキング"に参加。想い想いに初夏のォ日を楽しみました。

町民のうごき

世帯数  1，973・人口 男 3，868女 4，026計 7，894(昭和 60年 4月 1日現在)


出生男 3女 5計 8・死t男 3女 B計 9・転入男 9女 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



19 ， 082千円~ 日金及び負担金4ラト 41，129千円� 1.9% 
地方議与税� 
30，675千円1.� 4% /ラ

/ 財産収入� 26，631千円� 

1.9% 

1.2% 

繰入金 22，429千円� 1.0% 

繰越金 20，001千円� 0.9% 

諸収入，寄附金� 73，162千円� 3.4% 

ザコ第179号� yう込 つ ら 昭和60年� 5月� 1日� (2) 

豊かで住みよい

活力のある町をめざして

昭和60年度

普通会計予算 21億8，422万7千円

一新年度予算決まる前年対比1%の減一

自動車取得税交付金� 

地方交付税� 

847，304千円� 

38.8% 

歳入� 21億8，422万7千円

農林水産業費� 

640，299千円� 

29.3% 

歳出� 21億8，422万7千円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和60年度普通会計予算



(3) 昭和60年� 5月1日� カ込 Jコ つ ら� 第179号

町税のうちわけ� (287，003干円)� 
0.5% 0.1% 

予 算
/ 

42.7% 

固定資産税� 町民税�  

42，683千円 36，368千円

町たばこ消費税� 25，000千円 


電気税�  22，052千円 


軽自動車税� 11，421千円 


鉱産税�  1，384千円 

特別土地保有税� 164千円 


木材引取税� 100千円 


町民� 1人当りに� 276，695円

町 干見

町民� 1人当りに� 36，357円� 

科
学
技
術
庁
の
科
学
技
術
創
意

工
夫
功
労
者
に
勝
浦
町
三

渓

神

子
善
紀
さ
ん
(
四
七
歳
、
中
野
鉄

工
徳
島
工
場
の
生
産
技
術
係
)
いか

選
は
れ
、
四
月
十
五
日
、
県
庁
で

昭
和
問
年
度

朝桐奨学賞


昭
和
五
十
九

年
度
朝
桐
奨
学

賞
に
住
友
憲

一

く
ん 
(沼
江 
)と

吉
田
英
和
さ
ん

(中
山
)
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
功
績
者
に


i 

1童重
 
!央:

神

子

善

紀


住友憲一 くん

三
木
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

神
子
さ
ん
は
、
五
十
八
年
に
ベ

ア
リ
ン
グ
の
刻
印
装
置
と
簡
易
冷

却
装
置
を
考
案
し
た
も
の
で
、
ベ

ア
リ
ン
グ
の
刻
印
は
、
今
ま
で
熟

練
工
の
手
作
業
に
頼
っ
て
い
た
が
、

位
置
合
せ
や
幅
合
せ
が
自
動
的
に

で
き
る
装
置
を
開
発
し
た
も
の
で

す
。
十
数
分
も
か
か
っ
て
い
た
手

作
業
が
わ
ず
か
一
分
で
で
き
る
も

の
で
、
特
許
庁
に
実
用
新
案
登
録

を
申
請
し
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
、
故
朝

桐
緒
平
先
生
の
尊
い
こ
遺
志
を
永

久
に
残
こ
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら

寄
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た

-¥ 

簡
易
冷
却
装
置
は
、
旋
盤
機
械

の
熱
に
よ
っ
て
工
場
内
の
気
温
が

上
昇
す
る
た
め
、
換
気
扇
部
分
に

ビ
ニ
ー
ル
製
タ
ク
ト
を
接
続
し
、

こ
の
ダ
ク
ト
を
天
井
に
つ
る
し
て

外
気
を
作
業
場
内
部
へ
送
り
込
む

装
置
で
す
。

も
の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒

業
す
る
生
徒
の
中
で
、
学
業
や
人

物
が
優
秀
で
心
身
と
も
健
全
な
か

た
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ん

吉田美和さん

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
町税のうちわけ
予算

MUS04
テキストボックス
創意工夫



つ ら 昭和60年 5月 1日 (4) ザコカ込第179号

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」


次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

〈
勝
浦
町
人
権
擁
護
委
員
〉

田

中

実 

(沼

江 

)

原
田
熊
一 

(中

山

)

大

西

勝

幸

(
沼

江

)

林
森

一
美 

(与
川
内
)

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
。

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変

っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民

の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
高
拐
を
図
る
こ
と
が
、

国
家
の
責
務
と
し
て
国
民
の
聞
か

ら
叫
ば
れ
、
基
本
的
人
権
を
基
調

と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
つ
し
た
背
景
の
も
と
に
、
昭

和
二
十
四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
見
守
る
、

い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番

人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
は
人
聞
が
平
和
に
生
存
す

る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た

も
私
も
み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り

人
権
は
共
存
す
る
も
の
な
の
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願
い
で
す
。

全
固
め
人
権
擁
護
委
員
は
、
六

月

一
日
を

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て

み
な
さ
ん
と
と
も
に
人
権
思
想
の

よ
り

一
層
の
普
及
高
揚
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
せ
て
お
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦

さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

ー
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
|

検

察

審

査 

一 

庁
不
起
訴
に
は
十
一
人
の
目
。

交
通
事
故
、
お
ど
し
な
ど
、
犯


罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
笹
察
や
検


察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。


こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方


は
徳
島
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く


だ
さ
い
。


十
一
人
の
審
査
員
が
も
っ
一
度

調
べ
ま
す
。
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。

す
。 泣

き
寝
い
り
は
あ
な
た
の
担
で

A
Q

A

2宙〒770

徳富徳�  
T 島地島�  
E検方市�  
L 察裁�  f:a
(審判島
主査所町

三会内子

一目
四

七嫌気十

一恵
一一 

差
別
の
あ
る
社
会
に

-

4

一
滴
リ
斗

一
問
診
斗

真
の
幸
せ
は
な
い

部
落
問
題
を
語
る
と
き
、
「
部

落
問
題
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
の

自
覚
」
と
い
う
こ
と
が
常
に
強
調

さ
れ
ま
す
。
部
落
問
題
を
学
ぶ
の

は
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
で

す
。
部
落
問
題
の
「
も
の
し
り
」

に
な
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
、
自
分
と
の
か
か
わ

り
が
強
調
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ

り
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
人
権
、
差
別
問
題
と

自
分
と
は
関
係
が
な
い
と
思
い
こ

ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
部
落
差

別
は
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
だ
け

の
問
題
と
考
え
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
部

落
問
題
は
あ
く
ま
で
他
人
事
で
す
。

同
情
や
哀
れ
み
は
生
れ
る
に
し

て
も
、
差
別
へ
の
憤
り
な
ど
わ
く

は
ず
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を

打
開
す
る
に
は
、
差
別
を
差
別
と

し
て
と
ら
え
る
目
を
も
っ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
差
別
の
生

き
て
い
る
社
会
で
は
、
す
べ
て
の

人
の
真
の
幸
せ
は
実
現
し
な
い
と

自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本

人
に
責
任
が
な
い
の
に
、
幸
せ
に

生
き
た
い
と
い
う
願
い
、
権
利
が

踏
み
に
じ
ら
れ
、
社
会
的
に
不
利

益
を
受
け
、
人
間
と
し
て
の
誇
り

が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
差
別
で

す
が
わ
が
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
が
あ
り
ま
す
。
心
身
傷
害
者、

職
業
、
女
性
差
別
も
あ
り
ま
す
。

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
子
ど
も
、

経
済
的
に
貧
し
い
人
た
ち
も
、
と

か
く
差
別
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
私
た

ち
は
、
人
を
差
別
し
な
が
ら
、
同

時
に
差
別
さ
れ
、
あ
る
い
は
差
別

さ
れ
る
の
を
恐
れ
な
が
ら
生
き
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
あ
り
ま

せ
ん
。
本
当
の
民
主
社
会
は
幸
せ

に
生
き
た
い
と
い
う
す
べ
て
の
人

の
願
い
、
権
利
を
お
互
い
に
認
め
、

大
事
に
し
あ
い
、
そ
の
実
現
に
み

ん
な
で
努
力
す
る
社
会
で
す
。
こ

の
よ
う
な
民
主
主
義
が
確
立
し
な

い
限
り
、
私
た
ち
ひ
と
り

一
人
の

真
の
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
差
別
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズ
差別のある社会に真の幸せはない



第179号つ らザコカミ(5) 昭和60年 5月1日� 
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勝
浦
町
稲
作
生
産
に
つ
い
て


一
、
は
じ
め
に

本
年
の
作
付
を
前
に
既
に
計
画

県
下
一
円
に
適
し

を
た
て
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

機
械
化
適
応
性
の
高
い
品
種
で
す
。

O

ま
す
が
、
本
町
に
お
け
る
方
針
や

過
去
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
気
づ
い

た
こ
と
を
略
述
し
て
み
ま
す
。

の
作
付
面
積
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
実
施
し

ミ
ネ
ニ
シ
守 

中
山
間
部
や

て
い
る
水
稲
の
生
産
調
整
事
業
に

つ
い
て
は
、
水
稲
栽
培
農
家
、
ま

た
関
係
各
位
の
方
々
の
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本
町
に

お
き
ま
し
て
は
計
画
ど
お
り
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
本
年
度
も
全
国
的
に
は
五

七

・
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
県
で

は
五
、
七
三 

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本

町
に
お
い
て
は

二
三

・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
今
こ
の
面
積
確
保
に
努
力
中

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
ご
協
力

推
考土

嬢
改
良
資
材
、
有
機
質
の
補

①
奨
励
昂
種
の
作
伺
を
行
う
。

j
j早
生
種
の
基

幹
品
種
と
し
て
拡
大
推
進
を
し
た

も
の
で
す
。

0
日
本
晴
j
l

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
基
本
方
針

i
i

国
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
を
も


っ
て
古
米
在
庫
の
処
理
は
終
っ
た


も
の
の
、
引
き
つ
つ
き
生
産
調
整


が
実
施
き
れ
る
た
め
、
町
に
お
い


て
も
そ
の
方
針
に
添
い
水
田
利
用


再
編
対
策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。


一
方
、
水
稲
を
作
付
す
る
水
田

に
つ
い
て
は
適
切
な
肥
培
管
理
を

行
い
、
多
収
と
良
質
米
生
産
と
い

六
月
十
日
植
え
で
十
月
三
日
頃
の

刈
取
り
が
で
き
ま
す
。
五
十
四
%

麦
わ
ら
等
を
大
量
に
入
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
今
の
諸
事
情
か
ら
、

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
稲
わ
ら
や
麦
わ
ら
の
土

壌
還
元
と
家
畜
の
フ
ン
尿
、
堆
き

ゅ、
 

7
肥
の
施
用
を
積
極
的
に
行
な

い
、
物
理
的
に
土
づ
く
り
を
行
な

う
と
と
も
に
珪
酸
、
鉄
等
、
土
援

改
良
資
材
を
計
画
的
に
施
用
し
た

い
も
の
で
す
。

天
候
が
長
い
の
に
毎
年
葉
に
ゴ

マ
粒
状
の
班
点
の
で
る
水
田
は
特

に
励
行
し
た
い
も
の
で
す
。 

④
本
団
施
肥
の
合
理
的
施
用

元
肥
に
チ
ッ
ソ
は
全
量
の
六
十

%
を
つ
と
め
て
表
層
施
用
と
し
、

穂
肥
に
は
三
十
%
を
出
穂
の
十
八

日
前
に
、
残
り
十
%
は
実
肥
と
し

て
穂
揃
期
に
施
用
し
ま
す
。 

⑤
病
虫
害
防
除
の
徹
底

防
除
指
針
ど
お
り
を
確
実
に
実

施
し
て
も
ら
え
ば
良
い
の
で
す
が
、

毎
年
町
内
の
ど
こ
か
で
見
ら
れ
る

現
象
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
出
穂
ま
で
は
手
抜
か
り

う
基
本
を
守
り
、
生
産
基
盤
の
整

備
を
す
す
め
、
組
織
化
を
促
進
し
、

中
核
農
家
へ
の
土
地
利
用
集
積
を

図
る
等
に
よ
り
、
生
産
性
の
高
い

米
づ
く
り
と
、
安
定
的
な
作
柄
を

硲
保
す
る
た
め
、
気
象
変
動
に
強

い
稲
作
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

三
、
重
点
推
進
事
項

①
基
幹
品
種
に
よ
る
良
質
米
の
生

産
増
強
。 

O

O

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
日
本
晴
、
ミ
ネ

ニ
シ
キ
を
中
心
と
す
る
。

②
気
象
変
動
に
強
い
安
定
稲
作
の

秋
落
ち
水
田
に
も
よ
く
耐
、
え
ま
す
。

白
葉
枯
病
に
は
弱
い
の
で
常
発
地

で
は
不
向
で
す
。
九
%
の
作
付
面

積
で
す
。 

@
サ
チ
ワ
タ
リ
は
五
十
九
年
の
秋

に
奨
励
品
種
を
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。 

②
種
子
更
新
の
徹
底

本
県
の
種
子
更
新
率
は
約
四
十

四
%
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

的
に
み
る
と
ま
だ
低
く
、
特
に
日

本
晴
れ
更
新
率
は
低
く
、
そ
の
こ

と
が
本
品
種
の
評
価
を
悪
く
し
て

い
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一一
	  

1
三
年
に
一
回
は
必
ら
ず
種
子

更
新
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

。 

@
本
年
播
き
に
つ
い
て
は
時
期
的

に
間
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

来
年
か
ら
は
早
目
に
計
画
を
た
て

て
く
だ
さ
い
。 

③
地
力
維
持
溜
強

土
づ
く
り
の
熱
意
低
下
が
近
年

の
異
常
気
象
災
害
を
助
長
さ
せ
る

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
山
野
草
や
稲
わ
ら
、 

な
り
ま
せ
ん
。

OO O 給
に
よ
る
地
力
の
増
強
。

気
象
変
動
に
即
応
し
た
適
切
な

肥
培
管
理
、
水
管
理
、
病
虫
害
防

除
の
実
施
。

生
育
に
応
じ
た
技
術
指
導
の
徹

底。四
、
栽
培
技
術
対
策 

人
類
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶
し
よ
う

O
コ
シ
ヒ
カ
リ 

な
く
防
除
し
て
き
だ
が
、
「
も
つ

安
心
、
米
は
と
れ
た
」
と
の
安
心

感
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
秋

ウ
ン
カ
の
被
害
を
被
っ
て
い
る
水

田
が
見
ら
れ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

⑥
雑
草
の
防
除

近
年
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、

多
年
性
の
雑
草
が
増
加
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
圃
場
整
備

で
土
を
遠一
方
ま
で
移
動
さ
せ
た
り

大
型
機
械
に
種
子
や
根
茎
を
附
着

し
た
ま
ま
機
械
の
移
動
を
し
た
り

す
る
か
ら
で
す
。

草
種
に
よ
り
除
草
の
時
期
や
薬

剤
も
変
わ
り
ま
す
。
使
用
を
誤
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
概
要
を
述
べ
て
み
ま
し

た
が
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
い

る
昭
和
六
十
年
度
用
の
水
稲
栽
培

暦
を
熟
読
さ
れ
、
不
明
な
点
は
技

術
員
の
指
導
を
受
け
、
作
る
以
上

は
で
き
る
限
り
多
収
穫
栽
培
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
長
が
非
核
宣
言

核
兵
器
の
使
用
は
人
類
の
生
存

三
月
定
例
議
会

と
す
べ
て
の
文
明
を
破
壊
す
る
重

大
犯
罪
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
四
十

私
は
、
勝
浦
町
長
と
し
て
核
兵

年
が
過
ぎ
た
今
日
で
す
が
、
あ
の

器
の
全
面
禁
止
、
廃
絶
を
求
め
、

悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
え
し
て
は

こ
こ
に
非
核
宣
言
の
意
思
を
表
明

し
手
す
。

い
品
種
で
す
。
本
県
で
は
全
作
付

面
積
の
十
%
で
あ
り
ま
す
。
六
月

十
日
頃
植
え
で
九
月
十
八
日
頃
の

刈
取
り
で
す
。
冬
期
の
裏
作
を
行

う
に
は
ぜ
ひ
こ
の
品
種
と
し
た
い
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匿
名
の
方
か
ら
町
道
名
、
場
所

の
表
示
が
な
い
お
た
ず
ね
が
あ
り

ま
し
た
が
町
道
を
占
用
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
つ
い
て
の
一
般
的
な

事
項
を
お
知
ら
せ
し
て
回
答
と
し

ま
す
。

一、

町
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
、
道
路
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て

町
内
の
町
道
は
勝
浦
町
長
が
道

路
管
理
者
で
あ
り
ま
す
。

道
路
を
個
人
的
又
は
公
共
的

に
占
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
個
人
、

公
共
を
問

わ
ず
道
路
管
理
者
に
道
路
の
お

用
の
許
可
を
申
請
し
、
許
可
を

う
け
た
の
ち
に
工
作
物
、
物
件

又
は
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

二
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
占

用
許
可
申
請
が
あ
り
ま
す
と
、

H

道
路
の
占
用
許
可
基
準
に
適
合

す
る
場
合
に
限
り
許
可
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
上
口
用
許
可
を
与
、
え
た
道
路
に

つ
い
て
道
路
管
理
者
は
、
条
例

を
制
定
す
れ
ば
占
用
料
を
徴
収

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、


ま
む
し
。
の
出
没
期
で
す
。
も
し


ま
む
し
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置


を
し
て
、
一
一
刻
も
早
く
医
師
の
診


察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
て
す
。


応
急
処
置
と
受
診


食
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ


を
強
く
し
は
る
。


女
十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を


解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
。


会
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受


け
る
。


血
清
の
保
管
場
所

が
、
勝
浦
町
で
は
現
在
条
例
を

制
定
し
て
い
な
い

の
で
占
用
料

の
徴
収
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上
、
道
路
占
用
の
概
要
に

つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
道
路
管
理
者
は
道
路

を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

う
に
管
理
し
一
般
交
通
に
支
障

を
及
は
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
気
付
き
の
方
は
匿
名
で
な

く
、
町
道
名
、
場
所
、
そ
の
他

具
体
的
に
建
設
課
ま
で
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

A
H
勝
浦
郡

・
勝
浦
病
院

(勝
	

浦
町
棚
野 
)


電
話
O
八
八
五
四
(二)二
五
五
五


O O

・
上
勝
診
療
所	 

(上
勝
町
福
原 
)


電
話 

八
八
五
四
(六
 

)
O
三 

二


・
上
勝
第
二

診
療
所	  

(上
勝
町
正


木
)


台
小
松
島
市

O


・
小
松
島
保
健
所

(堀
川
町 
)

電
話 

八
八
五
三
(
二
)
二
一
三
五

平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

一
、
内
容

ら
正
午
ま
で
。

日
曜
日
、
祝
祭
日
は
お
渡
し
で

き
ま
せ
ん
。

-
小
松
島
赤
十
字
病
院

(中
田
町
)

営
農
基
礎
学
習
講
座
の

開
設
に
つ
い
て

一
昨
年
と
昨
年
の
二
ヶ
年
に
わ

柑
橘
、
そ
の
他
果
物
、
野
菜
、

た
り
、
柑
橘
の
基
礎
的
な
勉
強
を

水
稲
、
生
活
改
善
等
に
つ
い
て
、

行
う
た
め
、
柑
橘
基
礎
学
習
講
座

初
歩
的
な
経
営
、
栽
培
技
術
の
勉

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

強
を
行
、
っ
。

度
は
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
、

二
、
対
象
者

柑
橘
に
限
ら
ず
、
他
の
作
物
や
生

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
家
の

活
面
を
も
含
め
た
内
容
と
し
、 

呂

方
で
意
欲
の
あ
る
方
。

曲股
基
礎
学
習
講
座
」
と
し
て
、
今

=
一
、
入
会
金

月
下
旬
か
ら
開
講
す
る
計
画
を
た

一、
 

0
0
0円
也

(第一

回
目

ィ
、
宇
品 
1
レ 

。

に
出
席
さ
れ
る
と
き
持
参
)

本
講
座
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る

四
、
申
し
込
み
先
と
期
日

方
は
下
記
要
項
を
こ
一
読
く
だ
さ

農
業
改
良
普
及
所
(
農
業
セ
ン

り
、
申
し
込
み
を
さ
れ
ま
す
よ
う

タ
ー
内
で
す 
)

一一
Il--
一

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

九
八
番
二
|
三
三
五
八
番
、
ま
た

い

『 

農
業
協
同
組
合
営
農
指
導
課
、
町

産
業
課
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

善
意
あ
リ
か
と
う


こ
ざ
い
ま
し
た


前
田
み
ど
り

(
黒
岩
)

電
話 

八
八
五
三
(
二
)
二
五
五
五


岡
田
常
一

(
星
谷
)


・
谷
口
薬
局	  

(松
島
町 
)


川
口
幸
一

(
星
谷
)


電
話 

八
八
五
三
(
二 

五一

  

小
林

鶴
雄
(
久
国
)


(夜
間 
)
(
一
二
五
九
五
五


儀
宝
茂
之
(
生
名
)


長

田

弘

(

坂

本

)

均


以
上
の
か
だ
か
ら
社
協
善
意
銀


行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。


O O	 h
~

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

H

野� )
O
O	

J

T
E
L

MUS04
スタンプ
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時
間

午
後
一
時
半

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

習
室
義
級

五
月
七
日
(
火 
)
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人
生
の
縮
図
を
計
る
尺
が
無
い

誕
生
日
で
有
っ
て
良
か
っ
た
四
月

馬

鹿

坂

本

た

に

ふ

じ

え

諭
吉
さ
ん
も
っ
と
滞
在
し
て
欲
し

歳
か
い
な
ァ
ょ
っ
こ
ら
し
ょ
が
ひ

と
り
出
る

坂

本

矢

野

富

代

春
雨
に
畠
の
ラ
ジ
オ
傘
か
ぶ
る

出
入
口
貧
富
言
わ
ぬ
自
動
ド
ア

坂

本

畠

田

久

恵


人
生
の
余
白
埋
め
よ
う
自
画
自
賛


世
に
甘
、
ぇ
過
ぎ
た
孤
独
が
抜
け
切


れ

ず

坂

本

谷

富

士


ほ
ん
ぼ
り
が
吊
ら
れ
桜
の
咲
き
急


旅
朝
銅
こ
こ
に
も
三
ツ
葉
の
香
の

あ

り

て

与

川

内

阿

部

ヨ

リ

ヱ

童
話
の
節
を
幼
児
に
な
お
さ
る
る

試
験
よ
り
幼
児
の
聞
は
む
つ
か
し

い

横

瀬

問

中

久

子

老
眼
鏡
か
け
た
鋭
で
し
わ
に
会
う

出
る
杭
の
痛
さ
を
知
っ
て
て
す
る

苦

労

横

瀬

中

田

万

里

新
札
で
客
も
わ
た
し
も
気
が
疲
れ

跡
継
ぎ
を
嫁
が
せ
張
り
の
な
い
日

々

で

立

川

橋

本

補

遠
廻
り
ば
か
り
続
い
た
ち
び
た
靴

目
を
う
る
ま
せ
ド
ラ
マ
の
中
へ
ひ

た
り
切
る

信
じ
会
い
こ
つ
こ
つ
煮
込
む
鍋
の

湯

気

立

川

竹
田
あ
ゆ
み

「
お
留
守
で
す
」
中
国
ハ
イ
ツ
の
下

宿
生

詩
吟
は
何
時
も
ベ
ス
ト
テ
ン
か
ら

次
点
位
置

棚

野

太

田

正

平

こ
の
人
の
カ
ラ
オ
ケ
が
出
て
座
か

し
ら
け

っ
く
り
笑
い
し
て
退
却
を
す
る
夫

婦

生

名

丸

山

香

月

必
一通
い
れ
ん
げ
た
ん
ぽ
ぽ
目
に
入

ら
ず

惚
け
止
め
の
趣
味
〆
切
が
追
い
た

て
る

ご
馳
走
へ
老
い
の
胃
袋
拒
否
を
す

る

沼

江

大

岡

小

枝

子
離
れ
が
出
来
ぬ
下
宿
へ
又
電
話

の
び
の
び
と
無
欲
の
勝
利
甲
子
園

素
朴
な
る
打
棒
(
パ
ッ
ト
)
が
生
ん

だ
優
勝
旗

ゲ
ー
ト
ボ 

ル
打

つ
て
は
な
ら
ぬ

ホ
ー
ム
ラ
ン

手
に
持
っ
た
眼
鋭
を
さ
が
す
歳
に

l

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 
H

な

り

生

名

倉

橋

テ

ル

詠
は
白
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

返
り
禿
勝
湾
包
一
藻

町
出
掛
聞
広
夫
(
都
圏
慣
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
疋
に
限
り
ま
す
。

次
回
川
崎
俳
句
、
そ
の
次
は
矩
献
と
交
代
に

の
ぜ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い 

出
一一3

月
日
間
日
1
4
月
刊
日

戸
籍
の
窓

ご
結
婚
お
め
で
と
う

-v

墨
絵
問
予
級

短
叡
単
級

五
月
七
日
(
火
)

五
月
十
七
日
(
金
)

午
後
七
時
半 
1
午
後
九

時
半

時
間

五
月
二
十
八
日
(
火 
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

手
芸
教
室


生
花
教
室


着
付
教
室


勝
浦
同
和
問
題
研
究


体)(刈(日)附

875 1 場時
日日日日 所問

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

e

五
月
十
一
日
(
土
)

出

業

正

志

新

居

直

美

坪

井

秀

敏

木

馬

要

心

米

田

在

富

小
笠
原
珠
美

戸

田

裕

章

松
浦
久
美
子

平

尾

学

山

下

節

子 

大
中子三
渓
一
備
本

字
山
昨
制
問

大
下
山
剛
野
山
線
勢

ア
仮
家

大
字
削
皿
谷
山
川

雅
人 

ん
半
両
側

大山千千
東
川三

様
寒
山

大 

福

野

誠

二

ぷ

弘

喜

司

子 

)
一
一
女
里

'rfd

J J

博
之
/

純
子
)
一
一
男
哲

香 也 

&
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
牢
人
並
谷
字
山
下
岡
田
ク
ニ
ヱ
(
別
オ
)

ギ

三
浅
才
下
川
原
生
藤
ク
マ
(
叩
オ
)

大
字
一
一
議
字
川
原
山
口
シ
カ
ノ
(
部
オ
)

ん
す
棚
立
問
久
保
長
田
勝
夫
(
叩
オ
)

大
字
出
江
字
神
持
石
田
住
次
(
百
オ
)

大

Z
玄
守
平
野
儀
貿
フ
ク
ミ 

オ
)

大
字
久
間
字
凶
光
小
林
フ
ク
ヱ
(
臼
オ
)

(
m
w

会
定
例
会

踊
り
教
室

習
字
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

9
日
附

日
日
出

回
日
制

公
会
堂
)

日
日
附
踊
り
教
室

初
日
間
生
花
教
室

幻
日

ω
着
付
教
室

幻
日
附
踊
り
教
室

却
日
制
手
芸
教
室

白
日
樹
習
字
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。

(
習
字
の
み

茂
幸

福
美
」 J

一
一
女
妙

一
一
一
一
)
長
女
千

「
大
守
中
れ
ナ
山
の
神

「ト
入
手
坂
本
ヰ
平
野

「
大
寸
沼
江
守
神
谷

「ート〈字
阿

南

市三
川
掛
字
情

F
M刑
制

川

町

『大
一
寸
坂
本
字
久
保


「

上

脚

町


¥
大
午
久
同
下
凶
光

「
徳
山
川
市

-v



(敏郎略〕

輝 春 子

恭
子
¥一
二
男
泰

お
誕
生
お
め
で
と
う

大'エ
ニ淡
栗
本

一
イ
小
川
市
須

一
一
刊
)
長
女
章

大
学
沼
一チ 
西
持
作
本
ト
ヨ
ノ
(
幻
オ
)

刊
刊
)
長
男
昌

f

宏、 代

大
下
久
間
一
横
井

都
品
爪

李

ゐ

支

出

福

井

筋

子

(

叩

オ

)

七
時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

検 

i頼

稼
勢

太一
 

γ
岡江一
 
γ
夫
附
松
柏
原
築
士
口
(
加
オ
)

ア
紛
ノ
本

i

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
勝浦会館五月行事



つ らザコ

と

き

と
ニ
ろ

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児

カミ 昭和60年� 5月 1日 (8)第179号

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
の
実
施
に
つ
い
て

一
才
六
ヶ
月
児
健
康
診
査

と� 

8

と
ニ
ろ

胃
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
の

て
多
数
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

胃

検

診

五 

円

O
O

「
補
正
注
射
」

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料

二
千
百
円 

注
射
料

二
千
五
百
円

四
千
六
百
円 

O O

該
当
児

五
月
二
十
二
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三

一
般
診
査
一 

円

時勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年
九
月

一

日
か
ら
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
。

O
O

胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン

無
料

(
い
ず
れ
も
七 

オ
以
上
は
無
料

で
す
)

福
祉
と
健
康
の
集
い
開
催

こ
の
集
い
は
福
祉
と
健
康
に
つ

O

六
十
年
度
、
第
一
回
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
四
月
下

旬
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

き
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、

ト 
号、「ノ
。 

次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
な
い

鑑
札
と
注
射
消
票
は
必
ず
犬
の

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必

O O
A

合
計

首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

五
月
八
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三

時住
埋
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
児
・
生
後
三
か
月
か
ら
十
八

か
月
ま
で
に
二
回
の
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
四

オ
未
満
で
ま
だ
二
回
完

料

金

了
し
て
い
な
い
子
。

無
料 

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

五
月
十
五
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三

※
母
子
手
帳
と
問
診
票
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

総
合
健
診
の
実
施

・に
つ
い
て

従
来
単
独
で
行
っ
て
い
た
一
般

診
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、

場 所 時間

勝農坂本事業所
午前� 8:30 
-8:50 

5 

月� 

19 

与川内公会堂前

勝浦町農協前

11井浦町役場償
ゲートポール場� 

午前� 9: 00 
-9:10 

午前� 9:20 
-9:40 

午前� 9:50 
-10 :10 

日 生名センター前
午前10: 20 
-10: 40 

(日) 勝浦会館
午前10 :50 
-11: 00 

古山商応横
午前11 :10 
-11 :30 

生比奈良協前
午前11 :40 
-12 :00 

時勝
浦
病
院

れ
た
子
。 

FJ日 時 |問 士長 所 診査内容

%(月)
午前�  9時
-11時30分� 

坂本集会所� O間検診

%(村 11 今山公会堂� 
O一般診査� 

O 胸部レン

%J(月) 11 

同・胸部レ/トゲ

ノ� 1:1野口毛険
一般給資はli1谷公
金堂で行、ます

トゲン検
言ロよシト

い
て
よ
り

一
層
ご
理
解
を
い
た
だ

き
町
民
の
み
な
さ
ん
が
明
る
く
生

き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
さ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
き
い
。

と

き

炉」こ広リ

五
月
十
九
日
(
日
)

午
前
十
時
1

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

内

容講
演

「福
祉
と
健
康
」

講
師
生
涯
教
育
研
究
所
長

宮
本
敬
先
生

映
画
会
と
栄
養
相
談

あ
わ
せ
て
健
康
診
査
を
行
い
ま

す
の
で
こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
時
間

午
前
九
時
三
十
分

ー
十
二
時
。 

①
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
二
月

一
日
か
ら
六
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

¥、J

総 合 健診日程表�  

③ 門牧"去をうけられる方{;t当日何も食べないでおこしくださし、。

夜間毅急当番表� 日 程 表

5月2日 湯浅医院�  

〔電話番号〕

勝浦病院�  
2-2555 

山 西 医 院
2-3027 

湯浅医院�  
2-2003 

赤岩医院�  
2-2006 

上勝第2i3療所� 
5-0152 

4日 勝浦病院

@日 赤岩医院

8日 勝浦病院�  

10日 山西 医 院

⑫日 勝浦病院�  

14日 上勝第2診療所

16日 湯浅医院

18日 勝浦病院�  

20日 赤岩医院

22日 勝浦病院�  

24日 山西 医 院

@日 勝浦病院�  

28日 」二勝第2診療所� 

30日 湯浅 医 院

平日 午 後6時~翌朝午前9時
休日 午後フ時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
ポリオ生ワクチン投与の実施について
一歳六ヶ月児健康診査

MUS04
テキストボックス




